
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
よ
る

持
続
可
能
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
l
プ
の
展
開

株
式
会
社
日
比
谷
ア
メ
ニ
ス

水
を
め
ぐ
る
国
内
外
の

社
会
課
題

二
O
一
五
年
に
国
連
で

S
D
G
s
が

採
択
さ
れ
て
か
ら
、
全
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
組
織
や
個
人
が
持
続
可
能
な
社

会
・
経
営
・
環
境
へ
の
シ
フ
ト
に
注
目

を
続
け
て
い
る
。

S
D
G
s
で
は
社
会

で
解
決
が
必
要
な

一
七
の
目
標
を
設
定

し
て
い
る
。

一
七
の
目
標
の
中
に
も
水

に
関
す
る
社
会
課
題
は
多
く
含
ま
れ
る
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

一
人
当
た
り

の
水
資
源
量
は
、
地
域
の
気
候
帝
に
よ

っ
て
水
ス
ト
レ
ス
が
異
な
る
。
水
需
要

は
、
世
界
全
体
の
人
工
増
加
に
伴
い
、

二
0
0
0年
か
ら
二

O
五
O
年
に
向
け

て
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
に
よ
っ
て
水
質
悪
化
の
シ
ナ
リ
オ

も
予
見
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
水
需

要
が
高
ま
り
な
が
ら
、
水
質
悪
化
が
進

水
事
業
推
進
室
長

坂

本

哲

む
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ス
ト
ー
リ
ー

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
、
世
界
で
は
現
時
点
で
も
水
を

め
ぐ
る
地
域
紛
争
が
勃
発
し
て
い
る
。

国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
水
資
源
・
水

環
境
・
水
災
害
と
い
う
社
会
課
題
が
挙

が
っ
て
く
る
。
特
に
水
災
害
は
、
毎
年

の
よ
う
に
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
大
き

な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
必
要
性

国
土
交
通
省
が
二
O
一
九
年
七
月
に

推
進
戦
略
と
し
て
ま
と
め
た
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
は
、
社
会
資
本
整
備
や
土
地

利
用
等
の
ハ

i
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お

い
て
、
自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機

能
を
活
用
し
、
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る

国
土
・
都
市
・
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

取
り
組
み
で
あ
る
（
国
土
交
通
省
H
P

よ
り
引
用
）
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を

推
進
す
べ
き

場
面
の

一
つ

と
し
て
、
気

候
変
動
へ
の

対
応
を
挙
、
げ

品

て
い
る
。

－E3
れ

前
述
し
た

一
一
糊
皆

水
災
害
の
増

j
J
繍

加
も
相
ま
っ

孟
酋
開

て
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
機
能
の
中

で
も
雨
水
抑
制
す
る
緑
地
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
レ
イ
ン
ガ
ー
デ
ン
（
雨

庭
）
や
バ
イ
オ
ス
ウ

ェ
ル
（
緑
溝
）
は

北
米
や
豪
州
・
欧
州
な
ど
多
く
の
都
市

で
多
く
見
ら
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
国

内
で
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
。

水
を
め
ぐ
る
社
会
課
題
に
対
し
て
ネ

ッ
ト
ゼ
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い
う
概
念
が

あ
る
。
米
国

E
P
A
環
境
保
護
局
に
よ

る
と
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
と
は
、
需
要
と
供

給
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
こ
と
と
あ
る
。

同
局
は
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
対
象
と
し
て

「水
」
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
「
ご
み
」
を
挙

げ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
定
義
は
、
水
資
源
の
消
費
を
制
限
し
、

そ
れ
を
同
じ
流
域
に
戻
す
こ
と
で
、
そ

の
地
域
の
水
資
源
を
年
間
を
通
し
て
量

ポー トランド市口イド地区

的
に
も

質
的
に

も
枯
渇

さ
せ
な

い
こ
と

を
意
味

す
る
。こ

の

ネ
ッ
ト

ゼ
ロ
ウ

ォ
l
タ

ネットゼロウォーターの概念国
NET  ZERO  WATER SYSTEM 

叫欄 晶

一 議室

1
1
ふみ
、

米
国
で

は
環
境

認

証
（ピ
i
ロm何

回
ロ
ニ
門
ナ

一口

mhFmwロ
g
m
o、
L
E
E
D）
の
対
象
に

も
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
世
界
中
で
ネ
ッ

ト
ゼ

ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
実
現
し
て
、
社

会
課
題
を
解
決
し
て
い
る
施
設
が
い
く

つ
も
出
来
て
き
て
い
る
。
当
社
が
注
目

し
た
の
は
、
そ
の
中
で
も
、
前
述
し
た

グ
リ
l
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
も
っ
レ
イ
ン
ガ

ー
デ
ン
や
、
人
工
湿
地

（の
8
2
2
2
0仏

当

2

－g己
）
と
呼
ば
れ
る
緑
地
帯
で
雨

水
・
排
水
を
浄
化
し
、
再
利
用
す
る
仕

組
み
を
取
り
込
ん
だ
施
設
だ
。
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緑
地
を
用
い
た

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
事
例

一
つ
目
の
事
例
は
、
米
国
ワ
シ
ン
ト

ン
州
シ
ア
ト
ル
市
の
ブ
リ
ッ
ト
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
。
こ
の
施
設
で
は
、
水
だ
け

で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ご
み
に
至
る

ま
で
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
で
設
計
さ
れ
て
、
実

際
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
施
設
は
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
な
施
設

を
環
境
認
証
す
る
国
際
N
G
O
や
さ
ま

ざ
ま
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
入
居
す
る

オ
フ
ィ
ス
で
あ
る
。
雨
水
に
加
え
て
、

オ
フ
ィ
ス
ワ

l
カ
l
の
生
活
排
水
を
貯

留
し
、
屋
上
緑
化
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
l
プ

に
設
置
さ
れ
た
人
工
湿
地
で
浄
化
さ
れ

て
、
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
や
植
栽
帯
の
潅

水
に
再
利
用
さ
れ
る
。
余
剰
水
は
緑
地

に
一
度
溜
め
込
ま
れ
て
、
蒸
散
・
浸
透

さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

二
つ
自
の
事
例
と
し
て
、
米
国
オ
レ

ゴ
ン
州
ポ

l
ト
ラ
ン
ド
市
の
ロ
イ
ド
地

区
に
あ
る
ハ
サ
ロ
・
オ
ン
・
エ
イ
ス
を

挙
げ
た
い
。
こ
こ
は
四
つ
の
ビ
ル
か
ら

構
成
さ
れ
る
再
開
発
街
区
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
低
層
階
が
商
業
施
設
で
、
中
高

層
階
が
住
居
の
複
合
用
途
施
設
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ル
で
使
用
さ
れ
た
生

活
排
水
が
貯
留
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
が
街

区
中
央
の
ラ
ン
ド
ス
ケ

l
プ
の
一
角
に

あ
る
貯
水
施
設
に
導
か
れ
る
。
そ
こ
か

ら
何
層
に
も
区
切
ら
れ
た
大
型
の
人
工

湿
地
の
中
へ
水
が
通
っ
て
い
き
、
最
終

的
に
は
地
下
の
ピ
ッ
ト
に
入
り
、
滅

菌
・
消
毒
さ
れ
る
。
再
生
さ
れ
た
水
は

ト
イ
レ
の
洗
浄
水
や
冷
却
水
・
潅
水
な

ど
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
街
区
で
は
雨
水

を
別
系
統
に
し
て
集
め
て
、
中
央
の
中

庭
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
l
プ
を
構
成
す
る
水

系
施
設
の
流
水
に
活
か
し
て
い
る
。

シアトル市のブリットセンター

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
ウ
ォ
i
タ
！
研
究
会

ポートランド市口イド地区の人工湿地

水
と
い
う
世
界
が
抱
え
る
社
会
課
題

を
背
景
に
、
世
界
各
地
で
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
た
り
、
ネ

ッ
ト
ゼ
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
実
現
す
る
施

設
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
、
当
社
が
中
核
と
な
っ
て
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
主
に
国
内
で
の
実
装

を
推
進
す
る
研
究
会
を
二

O
一
八
年
に

設
立
し
た
。
二

O
一
九
年
に
は
、
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
市
、
シ
ア
ト
ル
市
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
お
よ
び
北
京
市
で
活
躍

す
る
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
知
見

の
深
い
ま
ち
づ
く
り
専
門
家
や
ラ
ン
ド

ス
ケ

l
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
を
登
壇
者
と

し
て
招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
「
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
可
能
性
j
緑
地
を
つ
か

っ
た
水
資
源
の
再
利
用
」
を
開
催
し
た
。

行
政
関
係
者
、
不
動
産
企
業
、
メ
ー
カ

ー
企
業
、
建
築
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
l
プ
設

計
者
等
が
多
く
参
加
さ
れ
て
、
関
心
の

高
さ
が
分
か
っ
た
。

今
後
の
展
開

当
社
で
は
、
日
本
型
の
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
ウ

ォ
ー
タ
ー
を
実
現
す
る
施
設
の
実
装
を
進

め
て
い
る
。
緑
地
を
用
い
た
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

ウ
ォ
ー
タ
ー
施
設
の
中
核
要
素
で
あ
る
人

工
湿
地
は
、
実
は
畜
産
業
界
で
は
古
く

か
ら
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
工
学
で
研
究

さ
れ
て
い
る
実
績
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
都

市
型
・
郊
外
型
・
地
方
型
な
ど
用
途
に
よ

っ
て
使
い
分
け
て
、
か
つ
水
災
害
を
抑
制

す
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
も
装
備
し
た
シ

ス
テ
ム
の
実
装
を
進
め
て
い
る
。
目
指
す

の
は
、
社
会
課
題
を
解
決
で
き
る
持
続

可
能
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
l
プ
の
実
現
に
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
l
プ
は
、
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
l
に
評
価
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

使
い
方
を
提
示
し
つ
つ
、
さ
ら
に
使
う
だ

け
で
、
経
済
・
環
境
・
社
会
に
確
実
に
役

立
つ
も
の
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
提
示
す
る

必
要
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
ウ
ォ
ー
タ
ー

を
用
い
た
持
続
可
能
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
l
プ

が
、
そ
の
橋
頭
壁
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、

こ
の
技
術
推
進
を
続
け
て
い
る
。

坂
本
哲
．
さ
か
も
と
さ
と
し

慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
修
了
。
株
式
会
社
日

比
谷
ア
メ

ニ
ス
に
て
こ

O
一
九
年
七
月
よ
り

水
事
業
推
進
室
長
。
入
社
以
来
、
公
園
や
都

市
緑
化
、
屋
上
緑
化
、
里
山
、
森
林
な
ど

「
み
ど
り
」
の
仕
事
全
般
に
携
わ
る
。
企
業

の
緑
地
価
値
向
上
の
提
案
な
ど
に
携
わ
る
一

方
で
、
二

O
一
七
年
か
ら
は
水
事
業
準
備
室

に
て
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
や
人
工
湿
地
の

企
画
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

一
級
造
園
施
工

管
理
技
士
。
一
級
土
木
施
工
管
理
技
士
。
米

国
P
M
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。
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